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平面上に 2定点A，Bがあり，線分ABの長さABは 2(
√
3+ 1)である。この平面上

を動く 3点 P，Q，Rがあって，つねに

AP = PQ = 2, QR = RB =
√
2

なる長さを保ちながら動いている。このとき，点 Qが動きうる範囲を図示し，その面
積を求めよ。
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